
JP 2012-111041 A 2012.6.14

10

(57)【要約】
【課題】インクＫの利用効率を高める。
【解決手段】インクカートリッジ２０において、インク
リボン２１を反転するメビウス部２７に対してインクリ
ボン２１の走行方向Ｘの下流にインクＫを供給するイン
クロール３１と、インクロール３１からインクＫの供給
を受け、インクリボン２１の下部にインクＫを転写する
インク転写ローラ３３とを設けた。このため、常に、印
刷ヘッド１７側のインクリボンの下部にインクＫが転写
される。このため、インクリボン２１の濃度寿命が長く
なり、更に、インクの利用効率が高まり、印刷用紙Ｐに
対するインク汚れを防止できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　打撃により印刷媒体にインクを転写する印刷ヘッドに対し、幅方向に２分割された第１
及び第２の領域を有するメビウス状のインクリボンと、
　前記印刷ヘッド側における前記第１の領域に対して前記インクを供給するインク供給部
と、
　を備えたことを特徴とするインクリボンカートリッジ。
【請求項２】
　請求項１記載のインクリボンカートリッジにおいて、
　前記インクリボンは、冗長部を有し、
　前記インクリボンを取り込む入口と、前記インクリボンを引き出す出口とを有し、前記
インクリボンの前記冗長部を収容する収容部と、
　前記出口の近傍に配置され、前記インクリボンにおける反転箇所を決めるメビウス部と
を備え、
　前記インク供給部は、前記メビウス部に対して前記インクリボンの走行方向の下流に配
置されることを特徴とするインクリボンカートリッジ。
【請求項３】
　前記インク供給部は、
　前記インクを供給する円筒状のインク含浸体と、
　前記インク含浸体に接触し、前記インク含浸体から前記インクの供給を受けて前記第１
の領域に前記インクを転写するインク転写ローラと、
　を備えたことを特徴とする請求項１又は２記載のインクリボンカートリッジ。
【請求項４】
　前記インク含浸体は、
　回転して表面から前記インクを前記インク転写ローラの下半分に供給することを特徴と
する請求項３記載のインクリボンカートリッジ。
【請求項５】
　前記インク供給部は、
　前記インクリボンに接触して前記インクを前記インクリボンの下半分に供給する円筒状
のインク含浸体と、
　前記インク含浸体を回転自在に保持する保持部材と、
　を有することを特徴とする請求項１又は２記載のインクリボンカートリッジ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載のインクリボンカートリッジと、
　前記印刷ヘッドの打撃により、前記インクリボンに保持された前記インクを前記印刷媒
体に転写する印刷機構と、
　を備えたことを特徴とする印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクリボンカートリッジ及び印刷装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、印刷装置に使用される据え置き型インクリボンカートリッジは、メビウス状に形
成されたエンドレスのインクリボンを収容するインクリボンカートリッジケースと、イン
クリボンを保護するインクリボンカートリッジカバーとを備えている。
【０００３】
　インクリボンカートリッジケースの両端部には、インクリボンを印刷ヘッドと印刷媒体
との間にガイドする一対のガイド部が前方に突出している。
【０００４】
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　インクリボンカートリッジケースの入口付近には、インクリボンをインクリボンカート
リッジケースに引き込むための引き込み機構部が配置されている。
【０００５】
　インクリボンカートリッジケースの出口付近には、インクリボンを引き出すための付勢
部材と、インクリボンの反転箇所を決めるメビウス部とが配置されている。
【０００６】
　据え置き型インクリボンカートリッジに関する技術は、例えば、次の特許文献１に記載
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平７－１３２６６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来の据え置き型インクリボンカートリッジにおいては、インク供給機
構を設けた場合、インクの利用効率が悪いという課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のインクリボンカートリッジは、打撃により印刷媒体にインクを転写する印刷ヘ
ッドに対し、幅方向に２分割された第１及び第２の領域を有するメビウス状のインクリボ
ンと、前記印刷ヘッド側における前記第１の領域に対して前記インクを供給するインク供
給部とを備えている。
【００１０】
　本発明の印刷装置は、前記インクリボンカートリッジと、前記印刷ヘッドの打撃により
前記インクリボンに保持された前記インクを前記印刷媒体に転写する印刷機構とを備えて
いる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のインクリボンカートリッジによれば、インク供給部により、第１の領域にイン
クを供給するようにしたので、インクの効率的な利用が可能になるという効果がある。
【００１２】
　本発明の印刷装置によれば、前記インクリボンカートリッジを使用するので、インクを
無駄なく使用できる。このため、コスト削減効果が期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は本発明の実施例１における図２中のインクリボンカートリッジ２０を示す
拡大分解斜視図である。
【図２】図２は本発明の実施例１における印刷装置１０の全体を示す概略の斜視図である
。
【図３】図３は図１中のインク供給部３０付近を示す拡大平面図である。
【図４】図４は図１中のインク供給部３０付近を示す拡大斜視図である。
【図５】図５は図１のインクリボンカートリッジ２０との比較例を示す拡大分解斜視図で
ある。
【図６】図６は図５中のメビウス部２７付近を示す拡大平面図である。
【図７】図７は図５中のメビウス部２７付近を示す拡大斜視図である。
【図８】図８は図１中のインク転写ローラ３３の構成を示す拡大斜視図である。
【図９】図９は図１中のインクロール３１及びインクロールホイール３２の構成を示す拡
大斜視図である。
【図１０】図１０は図１中のインク供給部３０付近の構成を示す拡大断面図である。
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【図１１】図１１は図２中のキャリッジ１１付近の構成を示す拡大断面図である。
【図１２】図１２は図１中のインクリボン２１における印刷範囲を示す図である。
【図１３】図１３は本発明の実施例２における図２中のインクリボンカートリッジ２０Ａ
を示す拡大分解斜視図である。
【図１４】図１４は図１３中のインク供給部３０Ａ付近を示す拡大平面図である。
【図１５】図１５は図１３中のインク供給部３０Ａ付近を示す拡大斜視図である。
【図１６】図１６は図１３中のインクロール３１Ａ、インクロールホイール３２、及びイ
ンクロールストッパ３５の構成を示す拡大斜視図である。
【図１７】図１７は図１３中のインク供給部３０Ａ付近の構成を示す拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明を実施するための形態は、以下の好ましい実施例の説明を添付図面と照らし合わ
せて読むと、明らかになるであろう。但し、図面はもっぱら解説のためのものであって、
本発明の範囲を限定するものではない。
【実施例１】
【００１５】
　（実施例１の構成）
　図２は、本発明の実施例１における印刷装置１０の全体を示す概略の斜視図である。
【００１６】
　印刷装置１０は、例えば、コンピュータの出力装置であるワイヤドットインパクトプリ
ンタであって、上位装置から印刷データを受信して、印刷媒体（例えば、印刷用紙）Ｐの
所定の位置に印刷ワイヤを衝突させて印刷するように構成されている。
【００１７】
　図２において、キャリッジ１１の背面になっているため図示されないが、後述する図１
１に示す印刷ヘッド１７がキャリッジ１１に支持され、プラテン１２に対向して配置され
ている。印刷ヘッド１７は、文字や記号の他、図形の印刷を行うように構成されている。
印刷ヘッド１７とプラテン１２との間には、後述する図１１に示す印刷用紙Ｐがセットさ
れ、プラテン１２の回転によってプルアップガイド１３の方向に搬送するように構成され
ている。プルアップガイド１３は、印刷用紙Ｐが連続複写紙であった場合、層間ずれを軽
減させる機能を有している。
【００１８】
　キャリッジ１１は、印刷ヘッド１７を印刷用紙Ｐに対して横方向、即ち、プラテン１２
の長手方向に所定のピッチで移動させて順次印刷用紙Ｐに印刷を行うように構成されてい
る。印刷ヘッド１７と印刷用紙Ｐの間にインクリボン２１が挟まるように、キャリッジ１
１の上部から据え置き型のインクカートリッジ２０が嵌め込まれている。
【００１９】
　アッパーカバー１４は、図示しないメカユニットを収容して保護するものである。アク
セスカバー１５は、印刷動作中にキャリッジ１１に利用者の手が接触しないように保護す
るための保護カバーである。リヤシートガイド１６は、手差し印刷を行う際に単票を給紙
する部分である。
【００２０】
　図１は、本発明の実施例１における図２中のインクリボンカートリッジ２０を示す拡大
分解斜視図である。
【００２１】
　インクリボンカートリッジ２０は、メビウス状に形成されたエンドレスのインクリボン
２１の冗長部２１ａを折りたたんだ状態で収容する収容部（例えば、インクリボン収容部
）２８を有するインクリボンカートリッジケース（以下単に「ケース」という。）２２と
、インクリボン２１を保護するインクリボンカートリッジカバー２３とを備えている。
【００２２】
　ケース２２の両端部の枠の部分には、インクリボン２１を印刷ヘッド１７と印刷用紙Ｐ
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との間にガイドするガイド部２２ａ，２２ｂが前方に突出している。ケース２２の本体と
ガイド部２２ａ及びガイド部２２ｂとに囲まれた空間は、キャリッジ１１がプラテン１２
の長手方向に自由に移動できるようにするためのものである。
【００２３】
　インクリボン収容部２８の入口２８ａ付近には、インクリボン２１をインクリボン収容
部２８に引き込むための引き込み機構部が配置されている。引き込み機構部は、インクリ
ボン２１を駆動するドライブギヤ２４と、ドライブギヤ２４に従動回転するアイドルギヤ
２５とから構成されている。
【００２４】
　インクリボン収容部２８の出口２８ｂ付近には、インクリボン収容部２８からインクリ
ボン２１を引き出すため付勢部材（例えば、テンションスプリング）２６と、インクリボ
ン２１の反転箇所を決めるメビウス部２７と、メビウス部２７に対してインクリボン２１
の走行方向の下流に配置され、インクリボン２１にインクＫを供給するインク供給部３０
とが配置されている。
【００２５】
　インク供給部３０は、インクＫを供給するためにインクＫを染み込ませたフェルトから
構成されるインク含浸体（例えば、インクロール）３１と、インクロール３１を回転させ
るための回転軸であるインクロールホイール３２と、インクロール３１によって供給され
るインクＫをインクリボン２１の第１の領域（例えば、下半分）に転写させるインク転写
ローラ３３とから構成されている。
【００２６】
　図３は、図１中のインク供給部３０付近を示す拡大平面図であり、図４は、図１中のイ
ンク供給部３０付近を示す拡大斜視図である。
【００２７】
　インクリボン収容部２８とインク供給部３０との間には、メビウス部２７が配置されて
いる。メビウス部２７は、テンションスプリング２６のテンションでインクリボン収容部
２８から引き出されたインクリボン２１を、反転するように構成されている。
【００２８】
　メビウス部２７の下流には、インク供給部３０を構成するインクロール３１と、インク
ロール３１を回転させるための回転軸であるインクロールホイール３２と、インクロール
３１によって供給されるインクＫをインクリボン２１の下半分に転写させるインク転写ロ
ーラ３３とが配置されている。インクロール３１の回転面付近には、走行するインクリボ
ン２１がインクロール３１に直接接触しないようにするためのリブ３４が設けられている
。
【００２９】
　インクロール３１に接触してインク転写ローラ３３が配置されている。インク転写ロー
ラ３３は、インクリボン２１に接触しており、インクリボン２１の走行によって従動回転
するように構成されている。インクロール３１は、インク転写ローラ３３の回転に従動回
転するように構成されている。インクリボン収容部２８の出口２８ｂ付近には、テンショ
ンスプリング２６が設けられており、ドライブギヤ２４の牽引力によって、インクリボン
２１をインクリボン収容部２８から引き出すテンションをインクリボン２１に加えている
。
【００３０】
　インクリボン収容部２８から引き出されたインクリボン２１は、メビウス部２７で反転
されて矢印の走行方向Ｘに走行する。その後、インクリボン２１は、インク転写ローラ３
３に接触してインクＫが転写され、ガイド部２２ｂにより印刷ヘッド１７及び印刷用紙Ｐ
の間にガイドされる。
【００３１】
　図５は、図１のインクリボンカートリッジ２０との比較例を示す拡大分解斜視図である
。
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【００３２】
　図５に示す比較例のインクリボンカートリッジ２０Ａは、本実施例１のインクリボンカ
ートリッジ２０Ａとほぼ同様の構成をしている。相違点は、インク供給部３０が設けられ
ていない点である。
【００３３】
　図６は、図５中のメビウス部２７付近を示す拡大平面図であり、図７は、図５中のメビ
ウス部２７付近を示す拡大斜視図である。
【００３４】
　インクリボン収容部２８の出口２８ｂ付近には、図４のインク供給部３０が設けられて
おらず、インクリボン収容部２８から引き出されたインクリボン２１が、メビウス部２７
で反転されて直ちに、ガイド部２２ｂにより印刷ヘッド１７及び印刷用紙Ｐの間にガイド
されるように構成されている。
【００３５】
　図８は、図１中のインク転写ローラ３３の構成を示す拡大斜視図である。
　インク転写ローラ３３は、略円筒状の回転体であって、インクロール３１に接触して回
転し、インクロール３１からインクＫを供給され、インクリボン２１にインクＫを転写す
る転写部３３ａと、転写部３３ａの直径より所定の長さだけ小さい直径を有する非転写部
３３ｂとを備えている。転写部３３ａの表面には、インクＫの転写を円滑に行うためのロ
ーレットが刻まれている。印刷装置１０にケース２２が装填されるときには、インク転写
ローラ３３は、転写部３３ａが鉛直方向下方Ａ１になり、非転写部３３ｂが鉛直方向上方
Ａ２になるようにケース２２に配置されている。
【００３６】
　図９は、図１中のインクロール３１及びインクロールホイール３２の構成を示す拡大斜
視図である。
【００３７】
　インクロール３１は、インクＫを含浸させた円筒形状のフェルトから構成されている。
このフェルトの表面からインクＫをインク転写ローラ３３に供給するようになっている。
インクホイール３２は、インクロール３１の円筒形状の中心軸で嵌合してインクロール３
１と同軸で回転するように構成されている。インクロール３１は、フェルトで構成されて
いるため、適量のインクＫをインク転写ローラ３３に供給できる。更に、インクロール３
１の回転による遠心力によりフェルトの内部に含浸されているインクＫは、次第に外側に
移動するのでインクＫを無駄なく使いきることができる。
【００３８】
　図１０は、図１中のインク供給部３０付近の構成を示す拡大断面図である。
　インクリボン収容部２８の出口２８ｂ付近には、インクロール３１がインクホイール３
２に軸支されて回転自在に配設されている。インクロール３１の下側半分には、インクＫ
が含浸されており、下側半分のインク濃度が濃くなっている。インクロール３１の下半分
にインクＫを含浸させる理由は、図１１において後に説明するように、印刷ヘッド１７は
、インクリボン２１の下側半分を打撃するように構成されているため、下半分にのみイン
クＫを含浸させることにより、インクＫの効率的な利用が可能となるからである。インク
ロール３１は、インク転写ローラ３３の転写部３３ａと接触しているが、非転写部３３ｂ
とは微小の間隙で離れている。
【００３９】
　インク転写ローラ３３は、インクリボン２１の走行により従動回転する。インクロール
３１は、そのインク転写ローラ３３の回転により、従動回転するように構成されている。
インク転写ローラ３３の転写部３３ａは、インクリボン２１の下部と接触してインクＫを
インクリボン２１に転写するようになっている。転写ローラ３３の非転写部３３ｂとイン
クリボン２１との間には間隙があり、接触しないようになっている。
【００４０】
　図１１は、図２中のキャリッジ１１付近の構成を示す拡大断面図である。
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　印刷ヘッド１７は、図２中のキャリッジ１１に支持され、印刷用紙Ｐの横方向に所定の
ピッチで移動してインクリボン２１をワイヤで打撃し、インクリボン２１に保持されたイ
ンクＫを印刷用紙Ｐに転写するように構成されている。図３、図４のインク供給部３０の
付近を示す図から明らかなように、転写ローラ３３によりインクリボン２１に転写された
インクＫは、インクリボン２１の内側、即ち、印刷ヘッド１７側に転写されるように構成
されている。図１１に示すように、印刷用紙Ｐの左側にインクリボン２１が配置されてお
り、インクリボン２１において、印刷用紙Ｐと反対側の下部にインクＫが転写されている
。このインクＫが転写されたインクリボン２１の下部を印刷ヘッド１７のワイヤが打撃し
、インクＫを印刷用紙Ｐに転写するように構成されている。このように構成したことによ
り、印刷用紙ＰをインクＫによって汚すことがなくなる。
【００４１】
　図１２は、図１中のインクリボン２１における印刷範囲を示す図である。
　インクリボン２１は、印刷ヘッド１７に対し、幅方向に２分割され、その下部の第１の
領域（例えば、印刷領域）２１ａと、その上部の第２の領域（例えば、印刷領域）２１ｂ
とを有している。図１１に示すように、印刷ヘッド１７は、インクリボン２１の下部の印
刷領域２１ａを打撃するように構成されている。インクリボン２１はメビウス状に形成さ
れているので、インクリボン２１が１周すると、印刷領域２１ｂの反対側が印刷ヘッド１
７側で、且つ印刷領域２１ａがあった位置（インクリボン２１の下部）になる。図１２に
おいて、印刷領域２１ａの上部と下部、及び印刷領域２１ｂの上部には、印刷不使用領域
２１ｃ，２１ｄ，２１ｅが設けられている。
【００４２】
　（実施例１の動作）
　図１において、インクリボン２１は、インクリボン収容部２８の入口２８ａ付近に配置
されたドライブギヤ２４及びアイドルギヤ２５によって牽引されて、インクリボン２１の
走行方向Ｘに移動する。ドライブギヤ２４及びアイドルギヤ２５による牽引力は、インク
リボン収容部２８の出口２８ｂ付近に配置されたテンションスプリング２６にも働き、こ
のテンションスプリング２６のテンションにより、インクリボン２１がインクリボン収容
部２８から引き出される。
【００４３】
　図３及び図１２において、引き出されたインクリボン２１は、メビウス部２７で反転さ
れ、リブ３４を介してインク転写ローラ３３と接触し、インクリボン２１の下部である印
刷領域２１ａにインクＫが転写される。インクＫが転写されたインクリボン２１は、ガイ
ド部２２ｂにより印刷ヘッド１７及び印刷用紙Ｐの間にガイドされる。
【００４４】
　図１０において、インクホイール３２に軸支されて回転自在に配設されたインクロール
３１には、インクＫが含浸されており、下の部分のインク濃度が濃くなっている。インク
ロール３１がインク転写ローラ３３の回転により従動回転し、インク転写ローラ３３の転
写部３３ａにインクＫを転写する。
【００４５】
　インク転写ローラ３３は、インクリボン２１の走行に従動回転するように構成されてい
る。インク転写ローラ３３の転写部３３ａは、インクリボン２１の下部と接触してインク
Ｋをインクリボン２１に転写する。
【００４６】
　（実施例１の効果）
　本実施例１のインクリボンカートリッジ２０によれば、次の（１）～（４）のような効
果がある。
【００４７】
　（１）　インク供給部３０を備えているので、インクリボンカートリッジ２０のインク
リボン２１の濃度寿命が長くなり、インク供給部３０がないインクリボンカートリッジ２
０よりも長期間印字を続けることができる。



(8) JP 2012-111041 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

【００４８】
　（２）　インク供給部３０をインクリボン収容部２８の出口２８ｂと印刷ヘッド１７と
の間に配置したので、インクＫがインクリボン２１に供給されてから直ちに印刷ができ、
鮮明な印刷が可能となる。
【００４９】
　（３）　インクホイール３２の含浸するインクＫがインクホイール３２の下方に集まる
ことを考慮し、インク転写ローラ３３の転写部３３ａをインクリボン２１の幅方向下部に
設けたので、インクＫを無駄なく使用することができる。
【００５０】
　（４）　インク供給部３０をメビウス部２７に対して、インクリボン２１の走行方向Ｘ
の下流で、且つ印刷ヘッド１７の上流に設けたので、インク供給部３０は、インクリボン
２１において印刷ヘッド１７側にインクＫを供給できる。このため、インクＫが供給され
た面が印刷用紙Ｐと反対側になるので、印刷用紙Ｐの汚れを防止できる。
【００５１】
　本実施例１の印刷装置１０によれば、前記インクリボンカートリッジ２０を使用してい
るので、インクリボン２１の濃度寿命が長くなると共に、インクＫを無駄なく使用でき、
コスト削減効果が期待できる。更に、インクＫがインクリボン２１に転写されて直ちに印
刷が行われる共に、印刷用紙Ｐの汚れを防止できるので、印刷品位の向上が期待できる。
【実施例２】
【００５２】
　（実施例２の構成）
　図１３は、本発明の実施例２における図２中のインクリボンカートリッジ２０Ａを示す
拡大分解斜視図である。
【００５３】
　本実施例２におけるインクリボンカートリッジ２０Ａの構成は、実施例１を示す図１の
構成とほぼ同様である。本実施例２におけるインクリボンカートリッジ２０Ａは、実施例
１と同様のインクリボン２１、ケース２２、インクリボン収容部２８、ガイド部２２ａ、
２２ｂ、インクリボンカートリッジカバー２３、ドライブギヤ２４、アイドルギヤ２５、
テンションスプリング２６、及びメビウス部２７と、実施例１とは異なるインク供給部３
０Ａとを有している。
【００５４】
　図１４は、図１３中のインク供給部３０Ａ付近を示す拡大平面図であり、図１５は、図
１３中のインク供給部３０Ａ付近を示す拡大斜視図である。
【００５５】
　本実施例２におけるインク供給部３０Ａは、実施例１と同様のインクロールホイール３
２と、実施例１のインクロール３１と異なるインクロール３１Ａと、実施例１のインク転
写ローラ３３に代えて追加されたインクロールストッパ３５とから構成されている。イン
クロールホイール３２とインクロールストッパ３５とは、インクロール３１Ａを保持する
保持部材を構成している。
【００５６】
　図１６は、図１３中のインクロール３１Ａ、インクロールホイール３２、及びインクロ
ールストッパ３５の構成を示す拡大斜視図である。
【００５７】
　インクロール３１Ａは、インクロールストッパ３５と、インクロールホイール３２とに
よって同軸に保持されている。インクロール３１Ａは、実施例１のインクロール３１に対
し、約半分の厚みを有している。インクロール３１Ａは、インクリボン２１に接触して従
動回転し、インクロール３１Ａの表面からインクＫをインクリボン２１に供給するように
構成されている。
【００５８】
　インクロールストッパ３５の直径は、インクロール３１Ａの直径より所定の長さだけ小
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さい直径を有している。印刷装置１０にケース２２が装填されるときには、インクロール
３１Ａが鉛直方向下方Ｂ１になり、インクロールストッパ３５が鉛直方向上方Ｂ２になる
ようにケース２２に配置されている。
【００５９】
　図１７は、図１３中のインク供給部３０Ａ付近の構成を示す拡大断面図である。
　本実施例２におけるインク供給部３０Ａは、実施例１を示す図１０の構成とほぼ同様で
ある。本実施例２におけるインク供給部３０Ａは、実施例１と同様のインクロールホイー
ル３２と、実施例１のインクロール３１とは異なるインクロール３１Ａと、実施例１のイ
ンク転写ローラ３３に代えて追加されたインクロールストッパ３５とから構成されている
。
【００６０】
　図１３に示すインクリボン収容部２８の出口２８ｂ付近には、インクロール３１Ａがイ
ンクホイール３２に軸支されて回転自在に配設されている。インクロール３１Ａの上方に
は、インクロールストッパ３５がインクロール３１Ａと同軸で設けられて、インクロール
３１Ａを保持している。インクロール３１Ａには、インクＫが含浸されている。インクロ
ール３１Ａは、インクリボン２１のほぼ下半分と接触してインクＫをインクリボン２１に
転写するように構成されているが、インクロールストッパ３５は、インクリボン２１との
間に微小の間隙を有して離間している。
【００６１】
　インクロール３１Ａは、インクリボン２１の走行により従動回転するように構成されて
いる。
【００６２】
　（実施例２の動作）
　図１３において、インクリボン２１は、インクリボン収容部２８の入口２８ａ付近に配
置されたドライブギヤ２４及びアイドルギヤ２５によって牽引され、インクリボン２１の
走行方向Ｘに移動する。ドライブギヤ２４及びアイドルギヤ２５による牽引力は、インク
リボン収容部２８の出口２８ｂ付近に配置されたテンションスプリング２６にも働き、こ
のテンションスプリング２６のテンションにより、インクリボン２１がインクリボン収容
部２８から引き出される。
【００６３】
　図１２及び図１４において、引き出されたインクリボン２１は、メビウス部２７で反転
されてリブ３４を介してインクロール３１Ａと接触し、インクリボン２１の下部の印刷領
域２１ａにインクＫが転写される。その後、インクＫが転写されたインクリボン２１は、
ガイド部２２ｂにより印刷ヘッド１７及び印刷用紙Ｐの間にガイドされる。
【００６４】
　図１７において、インクホイール３２に軸支されて回転自在に配設されたインクロール
３１Ａには、インクＫが含浸されており、インクロール３１Ａの上部には、インクロール
ストッパ３５がインクロール３１Ａと同軸でインクホイール３２に軸支されている。イン
クロールストッパ３５の直径よりもインクロール３１Ａの直径が大きく構成されているの
で、インクロール３１Ａは、インクリボン２１の下部に接触してインクＫを転写する。イ
ンクロール３１Ａは、インクリボン２１の走行により従動回転する。
【００６５】
　（実施例２の効果）
　本実施例２のインクリボンカートリッジ２０によれば、実施例１の効果に加え、インク
転写ローラ３３を削除したので、インク転写ローラ３３の摩耗、又は回転不具合によるイ
ンクＫの転写時の不具合をなくすことができる。
【００６６】
　本実施例２の印刷装置１０によれば、インクリボンカートリッジ２０からインク転写ロ
ーラ３３を削除したので、インクＫの転写時の不具合を防止でき、安定した印刷が期待で
きる。
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　（変形例）
　本発明は、上記実施例１、２に限定されず、種々の利用形態や変形が可能である。この
利用形態や変形例としては、例えば、次の（ａ）～（ｄ）のようなものがある。
【００６８】
　（ａ）　実施例１、２では、印刷装置１０として、コンピュータの出力装置であるワイ
ヤドットインパクトプリンタを例に説明したが、印刷装置１０は、現金預け払い機等の自
動取引装置や、キャッシレジスタ等に内蔵され、レシート等を作成する印刷装置１０であ
ってもよい。
【００６９】
　（ｂ）　印刷装置１０は、ワイヤドットインパクトプリンタでなくてもよい。例えば、
印字ヘッドに活字を埋め込んだ活字プリンタであってもよい。
【００７０】
　（ｃ）　実施例１、２において、インク供給部３０を着脱可能に装着することにより、
インク供給機能ありのインクカートリッジ２０と、インク供給機能なしのインクカートリ
ッジ２０とを選択的に使用することができる。
【００７１】
　（ｄ）　実施例１、２では、メビウス部２７をインクリボン収容部２８の出口２８ｂ付
近に配置したが、入口２８ａ付近に配置してもよい。
【符号の説明】
【００７２】
１０　　　　　　　　　印刷装置
１１　　　　　　　　　キャリッジ
１２　　　　　　　　　プラテン
１７　　　　　　　　　印刷ヘッド
２０　　　　　　　　　インクリボンカートリッジ
２１　　　　　　　　　インクリボン
２２　　　　　　　　　インクリボンカートリッジケース
２６　　　　　　　　　テンションスプリング
２７　　　　　　　　　メビウス部
２８　　　　　　　　　インクリボン収容部
２８ａ　　　　　　　　入口
２８ｂ　　　　　　　　出口
３０，３０Ａ　　　　　インク供給部
３１，３１Ａ　　　　　インクロール
３２　　　　　　　　　インクロールホイール
３３　　　　　　　　　インク転写ローラ
３３ａ　　　　　　　　転写部
３３ｂ　　　　　　　　非転写部
３５　　　　　　　　　インクロールストッパ
Ｋ　　　　　　　　　　インク
Ｐ　　　　　　　　　　印刷用紙
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